
室戸支所管
内より

あき支所管
内より

　優しくてしっかり者の姉・陽菜ちゃんと元気
いっぱいで甘え上手の弟・啓太郎くん。陽菜
ちゃんは祖母・美香さんと一緒に料理教室に
通うなど、お料理が大好き！  餃子やピザ、パ
ンを作ったり、お味噌汁の具を切るなど母・
真奈さんのお手伝いもできます。啓太郎くんは
車好きで、将来はかっこいい車に乗ることが夢
です。
　父・力生さんはナスを栽培していますが、２
人ともまだナスはちょっぴり苦手みたい。「姉弟
ずっと仲良く、人のためになれるような大人に
なってほしい」とご両親は２人の未来を見つめ
ます。

家族からたくさんの技術を習得したい
田村 聰知さん（33）

姉弟ずっと仲良しでね♪
清遠 陽菜ちゃん 　（５）
　　 啓太郎くん（３）

ひ　な

　毎週、金土日の18時から芸西村の「ロイヤルホ
テル 土佐」ロビーでシェルクラフト教室を開く寛さ
ん。貝との出会いは、村で趣味の釣りをしている
時、足元に綺麗な貝を見つけたことでした。以来、
台風で浜辺に打ちあがった貝をコツコツと集めるよう
になりました。
　一昨年から、この貝を使ってキーホルダーやスト
ラップを作る教室を安芸市や室戸市、県外などで
開催。ホテルに宿泊する子どもや外国人、特に海
のない土地に住んでいる人には大好評です！  仕上
げのニスを乾かしているあいだも、子どもが退屈し
ないようにとマジックやウクレレで楽しい時間を提供
します。「お客さんの喜ぶ顔が嬉しくて、ずっと続け
たい。県の観光協会などに売り込んで、県内の
様々なイベントにも出たい」と出会いも楽しんでいま
す。出張ワークショップも受付中なので、お気軽に
お問合せください（☎090-1442-8650）

貝殻を使って、
キーホルダーを作りませんか？
都築 寛さん（67）

ナスもう１本ちょうだ～い♡
チロちゃん（12）
飼い主：川竹 秀幸さん

　黒い瞳がかわいいミニチュアダックスフンド
のチロちゃん。川竹家の４代目チロちゃんで、
先代のチロちゃんもJA広報誌「あきあいあい」
に掲載されました。
　ナスやキュウリなどの野菜だってモリモリ食
べます。秀幸さんがハウスへ行くときは一緒に
出掛け、ナスが食べたい時は収穫している後
をついてきます。貰えない時は、自分で届く実
を採って食べるんだとか！？  撮影中も、おいし
そうにペロリと１本完食していました♡

　吉良川町西山台地で妻・冴佳さん、父・公さ
ん、母・喜代さん、祖父母の６人でナス30アール
とポンカン40アールを栽培する聰知さん。高知市内
で製造業などの仕事に就いていましたが、高齢に
なってきた両親を支えたいと実家に戻り、就農２年
目を迎えます。「１年目は、体が土日休みのサイクル
に慣れていたのできつかった。夏場の暑さにもこた
えた」と公さんに栽培を教わりながら、無我夢中で
駆け抜けました。
　冬場は午前にナスを収穫し、午後からはポンカン
の選別やナスの整枝など覚えることはたくさんありま
す。「まずは自分１人で管理できるように、しっかり
技術を習得したい。それができるようになったら、農
家としてやりたいことも出てくるかな」と今は目の前
の仕事と真摯に向き合います。

けい　た　ろう

吉良川支所
管内より

芸西支所管
内よりあき北支所管内より

芸西支所管内より



芸西支所地区本部

安芸営農経済センター地区本部

安芸地区版

地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します！

卓球スクールでナスゼリー振る舞う

　

園
芸
研
究
会
芸
西
支
部
は
12
月

27
日
、い
の
町
で
開
か
れ
た
第
16
回

四
国
卓
球
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ク
ー
ル

で
消
費
宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。県
内

外
の
選
手
や
指
導
者
な
ど
約
１
２

０
人
に
ナ
ス
ゼ
リ
ー
を
振
る
舞
い
、

ナ
ス
や
ピ
ー
マ
ン
、レ
シ
ピ
も
配
り

ま
し
た
。生
産
者
が
産
地
や
料
理
に

つ
い
て
説
明
し
、ス
ク
ー
ル
主
催
者

か
ら
は
ナ
ス
ゼ
リ
ー
の
感
想
を
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
投
稿
す
る
呼
び
か
け
も
あ

り
ま
し
た
。

　

選
手
は
「
ピ
ー
マ
ン
が
大
好
き

だ
か
ら
、
お
土
産
が
嬉
し
い
」「
ナ

ス
は
嫌
い
だ
っ
た
け
ど
、
ゼ
リ
ー

は
お
い
し
い
」
と
好
評
で
し
た
。

郷土料理の「皿鉢料理」作り

　

女
性
部
は
１
月
18
日
、
あ
き
支
所

で
女
性
部
マ
ル
シ
ェ
を
開
き
ま
し

た
。Ｊ
Ａ
や
女
性
部
を
地
域
の
人
に

も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
た
い

と
、
今
年
で
３
回
目
の
開
催
と
な
り

ま
す
。

　

会
場
で
は
、
室
戸
支
部
の
金
目
鯛

の
炊
き
込
み
ご
飯
や
吉
良
川
支
部
の

イ
モ
天
、
中
山
支
部
の
山
芋
汁
な
ど

10
支
部
が
出
店
し
、
自
慢
の
加
工
品

や
新
鮮
野
菜
を
販
売
。来
場
者
は「
遠

い
町
へ
は
な
か
な
か
買
い
に
行
け
な

い
の
で
、今
日
は
朝
か
ら
来
た
。こ
け

ら
寿
司
は
初
め
て
食
べ
る
の
で
楽
し

み
」と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

農福連携で研修　相互理解深めるＪＡを身近に、女性部マルシェ開催

ナスゼリーを受け取る選手アジの姿寿司を作る部員ら

障害者雇用について意見を交わす参加者来場客で賑わうマルシェ

　

安
芸
地
区
は
１
月
21
日
、
あ
き

支
所
で
農
福
連
携
研
修
会
を
開

き
、農
家
や
障
害
者
、関
係
機
関
が

雇
用
拡
大
、
定
着
に
向
け
て
意
見

を
交
わ
し
ま
し
た
。参
加
者
は
、
雇

用
前
に
気
を
付
け
た
点
や
、
継
続

し
て
働
い
て
も
ら
う
た
め
の
心
構

え
な
ど
を
発
表
。「
他
の
従
業
員
や

近
所
農
家
に
紹
介
し
、
周
囲
の
理

解
を
得
る
こ
と
が
重
要
」「
農
家
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
と
、
や
り
が
い

に
つ
な
が
る
」
な
ど
振
り
返
り
ま

し
た
。初
参
加
の
農
家
は
「
初
め
て

知
る
内
容
が
多
か
っ
た
の
で
、
発

信
し
続
け
る
こ
と
で
雇
用
農
家
が

増
え
る
と
思
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

高知野菜の美味しさＰＲ　
大阪の女子大で消費宣伝

「ナスとミョウガのゴマあえ」を試食する学生

安芸営農経済センター

　

女
性
部
は
１
月
11
日
、
安
芸
市
で
女

性
大
学
と
き
め
き
学
園
を
開
き
、
部
員

や
地
域
住
民
23
人
が
参
加
。東
川
地
区

の
有
澤
節
子
部
長
ら
に
教
わ
り
な
が

ら
、
皿
鉢
料
理
作
り
に
挑
戦
し
ま
し

た
。

　

部
員
ら
は
、
ア
ジ
の
姿
寿
司
や
田
舎

寿
司
、
卵
巻
き
な
ど
を
調
理
。
有
澤
部

長
ら
は
「
ユ
ズ
果
汁
入
り
の
酢
飯
は
調

合
が
大
事
」「
姿
寿
司
は
魚
が
泳
い
で

い
る
よ
う
に
飾
っ
て
」
な
ど
、
調
理
や

盛
り
付
け
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

部
員
は
、「
皿
鉢
料
理
は
作
っ
た
こ
と

が
な
か
っ
た
の
で
、
郷
土
料
理
を
学
べ

て
嬉
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

安芸営農経済センター

岡村俊彰さんのピーマン
農林水産省生産局長賞

品評会で表彰状を受け取る岡村さん㊧

　

令
和
２
園
芸
年
度
高
知
県
園
芸
品

展
示
品
評
会
が
２
月
１
日
か
ら
２
日

間
、
高
知
ぢ
ば
さ
ん
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
、今
年
は
農
産
品
６
３
５
点
の
出
品

が
あ
り
ま
し
た
。野
菜
の
部
で
芸
西
村

の
岡
村
俊
彰
さ
ん
の
ピ
ー
マ
ン
が
、
農

林
水
産
省
生
産
局
長
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

そ
の
他
、
白
石
裕
二
さ
ん
の
ナ
ス
が

高
知
県
知
事
賞
、
川
島
一
義
さ
ん
の
米

ナ
ス
が
農
畜
産
業
振
興
機
構
理
事
長

賞
、
千
光
士
尚
史
さ
ん
の
ポ
ン
カ
ン
が

高
知
県
農
業
会
議
会
長
賞
、
中
屋
導

さ
ん
の
ユ
ズ
が
高
知
新
聞
社
長
賞
、
小

松
志
功
さ
ん
の
オ
キ
シ
ペ
タ
ラ
ム
が
Ｒ

Ｋ
Ｃ
高
知
放
送
社
長
賞
、
小
松
孝
生

さ
ん
の
ナ
ス
、
小
松
誠
祐
さ
ん
の
ポ
ン

カ
ン
、
田
村
善
稔
さ
ん
の
ダ
リ
ア
が
Ｋ

Ｓ
Ｓ
高
知
さ
ん
さ
ん
テ
レ
ビ
社
長
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
時
に
開
か
れ
た
高
知
の
や
さ
い
・

く
だ
も
の
・
花
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
中
高

生
花
い
け
バ
ト
ル
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が

開
か
れ
ま
し
た
。安
芸
地
区
ブ
ー
ス
で

は
、
女
性
部
安
芸
支
部
な
す
っ
こ
組
の

な
す
ま
ん
、
園
芸
女
性
部
の
ケ
ー
キ

セ
ッ
ト
、
果
樹
部
の
ポ
ン
カ
ン
な
ど
を

販
売
し
ま
し
た
。

　

安
芸
地
区
、
生
産
者
、
安
芸
農
業

振
興
セ
ン
タ
ー
、
管
内
の
各
市
町
村

で
つ
く
る
Ｊ
Ａ
高
知
県
安
芸
地
区

消
費
拡
大
連
絡
協
議
会
は
１
月
14

日
、
大
阪
府
の
梅
花
女
子
大
学
で
消

費
宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。学
生
や
市

場
関
係
者
ら
約
80
人
に
、
試
食
な
ど

を
通
じ
て
県
産
野
菜
の
美
味
し
さ

を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
メ
ン
バ
ー
が
調
理
し
た

「
ナ
ス
の
た
た
き
」「
ナ
ス
ピ
ザ
」「
ナ

ス
と
ミ
ョ
ウ
ガ
の
ゴ
マ
あ
え
」
を
振

る
舞
い
ま
し
た
。
ピ
ザ
を
試
食
し
た

学
生
は
「
ナ
ス
に
こ
ん
な
食
べ
方
が

あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
。
と
て

も
美
味
し
い
」
と
驚
い
て
い
る
様
子

で
し
た
。

　

講
義
で
は
、
芸
西
村
で
ナ
ス
を

栽
培
す
る
高
松
敏
子
さ
ん
が
、
天

敵
昆
虫
を
使
っ
た
環
境
保
全
型
農

業
や
環
境
測
定
装
置
を
用
い
た
栽

培
、
ナ
ス
に
含
ま
れ
る
コ
リ
ン
エ

ス
テ
ル
の
交
感
神
経
活
動
抑
制
作

用
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
常
務
で
同
協
議
会
の
安
岡
憲

保
会
長
は
「
食
に
関
心
の
高
い
学
生

に
、
産
地
の
取
り
組
み
や
ナ
ス
の
機

能
性
を
Ｐ
Ｒ
で
き
た
。
将
来
の
仕
事

に
生
か
し
て
欲
し
い
」
と
期
待
を
寄

せ
ま
す
。

美味しいグルメが並ぶ安芸地区ブース



は
じ
め
に

　

平
成
30
年
に
食
品
衛
生
法
等
の
一
部
が

改
正
さ
れ
て
、
令
和
３
年
か
ら
制
度
が
大

き
く
変
わ
り
ま
す
。
内
容
は
、Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

（
ハ
サ
ッ
プ
）
に
沿
っ
た
衛
生
管
理
の
制
度

化
や
営
業
許
可
制
度
の
見
直
し
、
営
業

許
可
届
出
制
度
の
創
設
等
が
あ
り
ま
す
。

　
　「

営
業
許
可
制
度
の
見
直
し
、

営
業
届
出
制
度
の
創
設
」
と
は

　

営
業
許
可
制
度
は
昭
和
47
年
以
降
見

直
し
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
実
際
の
現
場
に

合
っ
て
い
な
い
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
、
見
直

す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

 　

要
許
可
業
種
、
要
届
出
業
種
、
届
出

対
象
外
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　

要
許
可
業
種
に
漬
物
製
造
業
が
新
設
さ

れ
ま
し
た
（
令
和
３
年
６
月
施
行
）。

「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
沿
っ
た

衛
生
管
理
の
制
度
化
」
と
は

　

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
沿
っ
た
衛
生
管
理
の
制

度
化
は
、
令
和
2
年
6
月
か
ら
施
行
（
令

和
３
年
６
月
ま
で
経
過
措
置
期
間
）
さ
れ

ま
す
。

　

制
度
の
対
象
事
業
者
は
、
す
べ
て
の
食

品
等
事
業
者
（
食
品
の
製
造
・
加
工
・
調

理
・
販
売
等
）
で
す
。

　

制
度
の
内
容
は
、
一
般
衛
生
管
理
に
加

え
て
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
基
づ
く
衛
生
管
理
を

実
施
す
る
こ
と
で
す
。

　

衛
生
管
理
方
法
は
、Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
基

づ
く
衛
生
管
理
と
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
考
え
方

を
取
り
入
れ
た
衛
生
管
理
の
２
種
類
あ
り

ま
す
。

　

高
知
県
内
の
事
業
者
は
、
主
に
後
者
に

な
り
、
農
産
物
直
販
所
に
漬
物
類
を
出
品

し
て
い
る
人
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
た

衛
生
管
理
と
は
何
を
す
れ
ば
い
い
の
？

　

食
品
等
事
業
者
は
、
衛
生
管
理
計
画
を

作
成
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
実
施
状
況
に

つ
い
て
記
録
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

衛
生
管
理
計
画
は
、
今
取
り
組
ん
で
い

る
衛
生
管
理
と
調
理
・
加
工
内
容
に
応

じ
た
衛
生
管
理
の
注
意
点
を
明
確
に
し
ま

す
。

　

衛
生
管
理
計
画
の
策
定
や
記
録
の
記

載
等
衛
生
管
理
の
た
め
の
詳
細
な
内
容
に

つ
い
て
は
、
各
業
界
団
体
が
作
成
す
る
手

引
き
書
を
参
考
に
作
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
た

衛
生
管
理
の
た
め
の
手
引
き
書
は
、
漬
物

製
造
や
味
噌
製
造
等
あ
ら
ゆ
る
製
造
業
者

が
作
成
し
て
お
り
、
43
業
種
あ
り
ま
す

（
令
和
元
年
11
月
現
在
）。

　

さ
い
ご
に

　　

こ
れ
ま
で
漬
物
類
は
営
業
許
可
が
必
要

な
か
っ
た
の
で
、
農
産
物
直
販
所
等
で
販

売
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
営
業
許

可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

農
産
物
直
販
所
に
出
荷
し
て
い
る
方

も
、Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
た

衛
生
管
理
の
実
践
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

施
行
ま
で
１
年
で
す
。
講
習
会
等
に
積
極

的
に
出
席
す
る
等
、
継
続
し
て
加
工
販
売

に
取
り
組
め
る
よ
う
に
対
策
を
講
じ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
、

講
習
会
の
情
報
収
集
・
提
供
し
、
継
続
し

て
加
工
・
販
売
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
支

援
を
し
ま
す
。

安芸地区版

安
芸
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
０
８
８
７‐３
４‐０
１
３
８

振
興
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

穫
時
の
１
芽
切
り
戻
し
を
可
能
な
限
り

行
い
ま
し
ょ
う
。　

※
青
ベ
タ
果
、
赤
果
、
つ
や
な
し
果
、

首
細
果
、
日
焼
け
果
の
発
生
な
ど
、

品
質
低
下
が
お
こ
り
や
す
い
時
期
な
の

で
、
整
枝
・
摘
葉
な
ど
の
管
理
を
十

分
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

温
度
管
理

　

午
前
中
は
26
℃・
午
後
は
28
℃
を
目

標
に
管
理
し
ま
す
。

※
気
温
が
変
化
し
や
す
い
時
期
な
の

で
、
天
候
に
応
じ
た
こ
ま
め
な
管
理
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
４
月
下
旬

頃
ま
で
は
早
朝
加
温
や
除
湿
暖
房
の
た

め
、
加
温
機
を
稼
働
で
き
る
状
態
に
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

サ
イ
ド
換
気

　

気
温
の
上
昇
に
伴
い
、
昼
間
の
サ
イ

ド
換
気
を
３
月
下
旬
頃
か
ら
徐
々
に
始

め
ま
す
。

※
一
気
に
開
け
す
ぎ
る
と
、
ハ
ウ
ス
内
の

湿
度
低
下
に
よ
っ
て
、
つ
や
な
し
果
の

発
生
を
助
長
す
る
の
で
風
向
き
や
風

速
、
外
気
温
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ナ

ス

今
月
の
栽
培
管
理

　
こ
の
時
期
は
、
着
果
数
が
増
え

て
く
る
の
で
過
度
な
摘
葉
は
行
わ

ず
、
１
果
当
た
り
２
〜
３
枚
を
目
安

に
葉
数
（
葉
面
積
）
を
確
保
し
ま

し
ょ
う
。

　

３
月
以
降
の
整
枝
・
灌
水
な
ど
の

管
理
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

安芸営農経済センター
営農指導課
芸西ブロック
山本　拓

灌
水

　

灌
水
は
１
〜
２
日
ご
と
を
目
安
に

行
い
、
晴
天
続
き
で
あ
れ
ば
毎
日
行

い
ま
す
。
つ
や
な
し
果
の
発
生
は
灌

水
量
の
不
足
に
よ
り
増
加
す
る
の
で

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
雨
天
後
の
晴
天

時
に
は
特
に
発
生
し
や
す
い
の
で
、

早
朝
か
ら
灌
水
し
ま
す
。

追
肥

　

追
肥
は
、
灌
水
ご
と
に
液
肥
と
し

て
0.2
〜
0.5
㎏
程
度
、
１
カ
月
当
た
り

Ｎ
成
分
８
〜
９
㎏
／
10
ａ
を
目
安
に

施
用
し
ま
す
。

※
蒸
散
量
と
着
果
量
が
多
く
な
る

時
期
な
の
で
、
樹
勢
を
低
下
さ
せ
な

い
よ
う
灌
水
・
追
肥
不
足
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

整
枝
・
摘
要

　

側
枝
の
摘
心
に
よ
る
１
果
ど
り
、
収

小
笠
原　

孝
子

　

剪
定
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

新
植
や
老
朽
化
し
た
樹
の
更
新
の

た
め
、
苗
木
の
定
植
を
す
る
場
合

は
事
前
に
十
分
な
準
備
を
し
ま

し
ょ
う
。

定
植
の
準
備

　

定
植
後
に
根
が
伸
び
る
部
分
は
通

気
、
排
水
の
よ
い
土
壌
に
改
良
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
植
え
穴
は
直
径
１ｍ
、

深
さ
30
㎝
以
上
掘
り
、
定
植
の
２
週
間

前
ま
で
に
完
熟
堆
肥
10
㎏
、
苦
土
石
灰

６
０
０ｇ
、
よ
う
り
ん
３
０
０ｇ
を
入

れ
、
掘
り
上
げ
た
土
と
よ
く
混
ぜ
て
お

き
ま
す
。

植
え
付
け

　

春
植
え
は
寒
さ
が
緩
ん
だ
３
月
中

旬
〜
４
月
上
旬
頃
に
定
植
し
ま
す
。
早

め
に
苗
を
購
入
し
た
場
合
は
、
植
え
る

ま
で
仮
植
を
す
る
な
ど
し
て
、
根
が
乾

か
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。　

　

植
え
付
け
は
根
を
放
射
状
に
広
げ
、

傷
み
の
あ
る
根
は
健
全
な
部
分
ま
で
切

り
返
し
、
有
機
入
り
化
成
か
緩
行
性
肥

料
を
混
ぜ
な
が
ら
土
を
埋
め
戻
し
ま

す
。
苗
木
を
軽
く
持
ち
上
げ
る
よ
う
に

し
な
が
ら
足
で
軽
く
踏
み
つ
け
、
細
い

棒
で
突
き
込
み
、
根
と
土
を
な
じ
ま
せ

ま
す
。
中
心
部
分
の
土
の
高
さ
が
20
㎝

程
度
に
な
る
よ
う
に
土
を
盛
っ
て
植
え

付
け
て
く
だ
さ
い
。
苗
木
の
深
さ
は
、

接
木
部
分
が
地
表
面
に
出
る
よ
う
浅
植

え
と
し
ま
す
。
深
植
え
す
る
と
、
カ
ン

キ
ツ
す
そ
腐
病
が
発
生
し
や
す
く
な

り
、
枯
死
す
る
場
合
も
あ
る
の
で
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
風
に
よ
る
倒
伏
を
防
ぐ
た
め
、

支
柱
で
固
定
し
、
植
え
付
け
が
完
了
し

た
ら
十
分
に
灌
水
し
ま
す
。
ワ
ラ
や
ポ

リ
マ
ル
チ
を
被
せ
、
乾
燥
と
雑
草
の
発

生
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

苗
の
切
り
返
し

　

１
年
生
苗
や
強
い
枝
の
出
て
い
な
い
２

年
生
苗
は
、
接
木
部
分
か
ら
20
〜
30
㎝

上
で
切
り
返
し
、
強
い
枝
の
発
生
を
促

し
ま
す
。
輪
状
芽
（
春
芽
と
夏
芽
の
境

目
）
が
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
よ
り
下
で

切
り
返
し
ま
す
。
輪
状
芽
よ
り
下
が
15

㎝
よ
り
短
い
場
合
は
、
輪
状
芽
の
上
の
充

実
し
た
芽
が
２
〜
３
芽
あ
る
位
置
で
切

り
返
し
て
く
だ
さ
い
。
主
枝
ま
た
は
亜

主
枝
候
補
と
し
て
使
え
そ
う
な
強
い
枝

の
つ
い
て
い
る
２
年
生
苗
は
、
そ
れ
ら
を

強
め
に
切
り
返
し
た
後
、
枝
の
方
向
を

考
え
て
植
え
付
け
て
く
だ
さ
い
。

カ
ン
キ
ツ

安芸営農経済センター
営農指導課
中芸ブロック
久保　巴哉

整
枝
・
剪
定

食
品
衛
生
法
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
！

①営業許可制度の見直し及び営業届出制度の創設 施行日

2021年6月1日

食品衛生法等の一部改正する法律（平成３０年６月１３日発布）の概要

（内容）・要許可業種、要届出業種、届出対象外の3種に区分。
　　　・漬物製造業等新規に７業種新設された。
　　　　※漬物類は今後営業許可が必要となります。

②ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理の制度化 施行日

2020年6月1日
（2021年まで
現行基準適用）

（内容）原則として､すべての食品等事業者（直販所で販売している人も含まれます）に
　　    一般衛生管理に加え､ＨＡＣＣＰの考え方を取り入れた衛生管理（小規模事業者）
          ・手引き書を作成し日々手引き書に沿ってチェックし管理する。
          ※手引き書は各業界団体が作成中






